
１
一
市
民
が
試
さ
れ
る

　
こ
の
論
稿
は
、
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
の
公
式

の
考
察
で
は
な
い
。
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
に
は
、

八
年
間
に
、
合
計
七
人
の
課
長
（
局
三
人
、
区
四
人
）

が
関
わ
っ
た
。
こ
の
論
稿
は
、
個
人
の
見
解
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

　
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
中
で
、

あ
る
時
、
あ
る
市
民
か
ら
、
「
こ
の
住
民
参
加
は
市

民
が
試
さ
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
大
変
印
象
的

な
言
葉
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
こ
の
住
民
参
加

は
自
治
体
職
員
が
試
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
も

当
て
は
ま
る
。
厳
し
い
命
題
だ
。

　
利
害
や
価
値
観
が
対
立
し
、
多
様
な
意
見
が
あ
る

中
で
、
冷
静
に
論
議
を
重
ね
る
こ
と
は
難
し
い
。
住

民
参
加
の
道
路
づ
く
り
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
、
自

治
体
職
員
に
と
っ
て
も
、
暗
中
模
索
、
試
行
錯
誤
、

連
続
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
と
の
関
係
構
築
の
壮
大

な
実
験
場
と
化
し
た
。

　
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
は
難
し
い
。
住
民
参
加

や
合
意
形
成
に
は
、
定
理
も
、
方
程
式
も
な
い
。

　
そ
し
て
、
大
都
市
横
浜
の
都
市
経
営
の
中
で
、
住

民
参
加
を
ど
の
よ
う
な
位
置
に
置
く
の
か
。
難
し
い

課
題
だ
。

２
一
住
民
参
加
と
は
情
報
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

①
―
住
民
参
加
の
百
貨
店

　
住
民
参
加
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ッ
ク

ス
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
・
流
通
・
消
費

の
場
だ
。

　
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
意
見
交
換
会
、
座
談
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
地
区
自
治
会
懇
談
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
地
区
懇

談
会
、
公
開
学
習
会
、
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
委

員
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
十

種
類
以
上
の
多
様
な
参
加
の
場
が
試
み
た
。
さ
し
ず

め
、
住
民
参
加
の
百
貨
店
と
化
し
た
。

②
―
二
頭
立
て
馬
車
方
式

　
住
民
の
メ
ン
バ
ー
を
固
定
し
た
「
住
民
参
加
の
道

路
づ
く
り
委
員
会
」
と
、
住
民
の
参
加
自
由
の
「
地

区
懇
談
会
」
と
い
う
二
つ
の
参
加
の
場
の
並
列
は
、

い
わ
ば
「
二
頭
立
て
馬
車
方
式
」
で
あ
り
、
今
回
の

住
民
参
加
の
大
き
な
特
徴
だ
っ
た
。

　
参
加
の
機
会
を
拡
大
し
、
重
層
的
に
し
た
こ
と
で
、

多
様
な
議
論
の
場
と
、
集
中
し
た
議
論
の
場
の
双
方

を
可
能
に
し
た
。
議
論
が
散
漫
に
な
る
こ
と
も
、
一

点
集
中
に
な
る
こ
と
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ベ

ル
の
高
い
討
論
が
可
能
と
な
っ
た
。

③
―
情
報
の
共
有
、
思
考
の
共
有
、
プ
ロ
セ
ス
の
共

　
　
有

　
住
民
参
加
の
方
法
論
に
、
一
般
的
な
定
番
や
定
理

は
な
い
。
要
は
、
手
法
は
選
択
・
組
み
合
わ
せ
に
過

ぎ
ず
、
テ
ー
マ
や
地
域
に
合
っ
た
方
法
で
、
き
め
細

か
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
ほ
か
に
な
い
。
住
民
参
加
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ

タ
ー
は
い
ら
な
い
。

　
情
報
・
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
地
道
な
意
見
交
換
・

意
見
把
握
を
積
み
重
ね
て
、
住
民
意
見
を
集
積
、
整

理
・
分
類
し
て
、
議
論
の
透
明
性
を
高
め
、
議
論
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　
そ
こ
に
必
要
な
の
は
、
得
ら
れ
る
結
論
で
は
な
く
、

情
報
の
共
有
で
あ
り
、
思
考
の
共
有
で
あ
り
、
プ
ロ

セ
ス
の
共
有
そ
の
も
の
だ
。

④
―
住
民
意
見
に
二
つ
と
同
じ
も
の
は
な
い

　
経
験
的
に
考
察
し
て
み
れ
ば
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
意
見
は
、
精
密
に
見
て
二
つ
と
同
じ
も
の
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
道
路
計
画
に
反
対
と
言
っ
て
も
、

意
見
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
「
車
の
排
ガ
ス
や
騒
音
の

被
害
」
「
交
通
事
故
の
危
険
」
「
通
過
交
通
の
増
加
」

「
車
は
利
用
し
な
い
」
「
鉄
道
・
バ
ス
路
線
の
不
満
」

「
車
文
明
を
批
判
」
「
自
然
を
壊
す
」
「
税
金
の
ム
ダ

使
い
」
な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
一
つ
一
つ

の
意
見
の
軽
重
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
観
や

１
―
市
民
が
試
さ
れ
る

２
―
住
民
参
加
と
は
情
報
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

３
―
プ
ロ
セ
ス
が
命

４
―
市
民
と
自
治
体
職
員
の
自
律
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図―1　住民参加曲線(イメージ図)
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②
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
の
一
考
察



価
値
観
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
容
易
に
数
の
論
理

で
は
測
り
難
い
。

⑤
―
住
民
意
見
は
変
わ
ら
な
い

　
さ
ら
に
経
験
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
住
民
一
人

ひ
と
り
の
意
見
は
、
住
民
参
加
が
進
展
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
、
容
易
に
変
化
す
る
も
の
で
も
な
い
。

　
　
「
住
民
参
加
」
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
意

見
の
相
対
的
な
位
置
関
係
や
質
・
量
的
関
係
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
他
方
、
他
の
住
民
の
意
見
や
異

な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
場
に
も
な
る
（
賛
同
す
る

か
否
か
は
別
と
し
て
）
。

　
住
民
参
加
が
進
む
と
、
次
第
に
全
体
が
明
ら
か
に

な
り
、
自
分
の
意
見
が
透
明
に
な
っ
て
い
く
。
異
文

化
へ
の
理
解
で
あ
る
。

　
住
民
意
見
を
収
集
・
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
（
す

な
わ
ち
、
住
民
側
の
意
見
を
生
産
・
流
通
・
消
費
す

る
こ
と
）
は
、
行
政
に
と
っ
て
も
、
市
民
に
と
っ
て

も
大
切
な
ワ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
、
行
政
と
市
民
が
、

市
民
と
市
民
が
、
客
観
的
な
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
築
く
土
台
だ
。

⑥
―
住
民
参
加
曲
線
の
試
み

　
図
１
（
イ
メ
ー
ジ
図
）
を
見
て
ほ
し
い
。
Ｘ
軸
に

透
明
性
の
高
さ
、
す
な
わ
ち
提
供
さ
れ
る
情
報
・

デ
ー
タ
の
量
と
質
の
レ
ベ
ル
を
置
き
、
Ｙ
軸
に
討
論

性
の
高
さ
、
す
な
わ
ち
議
論
の
論
点
の
量
と
質
の
レ

ベ
ル
を
置
く
。
Ａ
～
Ｄ
の
曲
線
の
長
さ
自
体
は
時
間

の
経
過
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
住
民
参
加
は
、
情

報
の
透
明
性
と
討
論
性
の
相
関
関
係
に
よ
っ
て
、
住

民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
の
パ
タ
ー
ン
が
考
察
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
Ｂ
の
高
原
型
の
曲
線
は
、
今
回
の
「
住
民
参
加
の

道
路
づ
く
り
」
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
透
明
性
と
討
論
性
と
も
に
高
レ
ベ
ル
で
推

移
し
、
あ
る
高
さ
に
な
る
と
、
一
定
水
準
の
高
い
議

論
を
可
能
に
し
た
。
「
委
員
会
」
が
果
た
し
た
役
割

は
、
ｂ
１
～
ｂ
２
で
あ
り
、
討
論
性
の
レ
ベ
ル
を
引

き
上
げ
た
。
行
政
側
の
情
報
・
デ
ー
タ
の
提
供
・
整

理
と
、
住
民
意
見
の
集
積
・
整
理
は
、
論
点
を
明
確

に
し
、
討
論
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　
Ａ
の
里
山
型
の
曲
線
は
、
行
政
側
の
情
報
が
多
い

だ
け
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
方
通
行
と

な
り
、
必
ず
し
も
討
論
の
活
性
化
に
な
ら
な
い
。

　
翻
っ
て
、
Ｃ
（
富
士
山
型
）
や
、
Ｄ
（
ヒ
マ
ラ
ヤ

型
）
の
パ
タ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
な
住
民
参
加
で
あ
ろ

う
か
。
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

３
一
プ
ロ
セ
ス
が
命

①
―
デ
メ
リ
ッ
ト
議
論
の
挑
戦

　
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
で
は
、
後
ろ
向
き
の
議

論
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。
一
見
後
ろ
向
き
の
議
論

で
も
、
結
果
的
に
は
生
産
的
な
の
で
あ
る
。

　
七
年
十
二
月
に
実
施
し
た
「
ど
う
っ
く
る
（
仮
称
）

恩
田
元
石
川
線
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
行
政
に
大
き

な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
を
開
催
す
る

前
に
、
公
募
パ
ネ
リ
ス
ト
の
市
民
と
専
門
家
に
集
ま

り
、
事
前
に
意
見
交
換
を
し
、
進
め
方
を
討
論
し
た
。

　
こ
の
場
で
、
行
政
は
開
眼
し
た
。
行
政
が
当
初
用

意
し
た
テ
ー
マ
は
、
こ
と
ご
と
く
ダ
メ
を
出
さ
れ
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
提
案
に
よ
り
、
テ
ー
マ
を
大
き
く
変

更
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
で
は
、
「
沿
線
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
」
「
青
葉
区
民
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
」
と
い
う
二
つ
の
切
り
口
を
含
む
五
つ
の
テ
ー

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
②
都
市
施
設
と
合
意
形
成

マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
「
デ
メ
リ
ッ

ト
を
議
論
す
る
」
と
い
う
新
し
い
試
み
を
し
た
。

　
負
の
議
論
・
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
を
客
観
的
に
議
論

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
一
貫
し
て
議
論

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
計
画
・
事
業
の
プ
ラ

ス
面
・
マ
イ
ナ
ス
面
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

多
角
的
に
明
快
に
議
論
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
透
明

度
を
高
め
て
い
く
。

②
―
客
観
性
の
担
保

　
計
画
や
事
業
に
は
プ
ラ
ス
面
も
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ス
面
も
あ
る
、
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す

る
。
特
に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
る
こ
と
の
多
く
は
、

住
民
の
生
活
上
の
体
験
や
価
値
観
が
背
景
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い

　
他
方
、
た
と
え
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
も
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
施
策
も
多
数
存
在
す
る
。

　
こ
の
こ
と
を
、
市
民
と
と
も
に
多
様
な
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
客
観
的
に
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

市
民
の
理
解
は
得
難
い
。
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス
も
同

じ
土
俵
で
公
平
に
客
観
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
、
市

民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

③
―
議
論
の
幅
を
広
げ
る

　
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
で
大
事
な
こ
と
は
、
結

論
・
合
意
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
を

透
明
に
す
る
こ
と
だ
。

　
九
年
三
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
懇
談
会
の
際
に
、
行
政

か
ら
提
案
し
た
「
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
案
」
と
「
全
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
」
の
明
示
は
、
大
き
な
転
換
を
も

た
ら
し
た
。
つ
ま
り
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
民
参
加
の
議
論
の
幅
の
範
囲
の
拡
大

と
絞
り
込
み
を
明
確
に
し
た
。

第1工程　コミュニケーション・マーケット状況

図一2　住民参加の5つのジンク・ボックス（イメージ図）
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「
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
案
」
で
、
整
備
し
な
い
案
フ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
や
複
数
案
と
い
う
計
画
案
の

検
討
の
幅
を
広
げ
る
。
さ
ら
に
、
道
路
計
画
の
機
能

的
価
値
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
都
市
空
間
的
価
値
、

市
民
的
な
価
値
、
文
化
的
価
値
な
ど
、
多
様
な
議
論

の
可
能
性
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

④
―
議
論
を
絞
り
込
む

　
　
「
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
」
の
中
に
は
、
委
員
会

と
直
接
参
加
の
場
と
い
う
二
頭
立
て
の
馬
車
方
式
を

明
示
し
、
住
民
に
よ
る
具
体
的
な
計
画
案
づ
く
り
や

環
境
調
査
も
担
保
し
、
さ
ら
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

と
い
う
住
民
意
思
の
把
握
の
プ
ロ
セ
ス
を
担
保
す
る

な
ど
周
到
な
過
程
を
織
り
込
ん
だ
。
住
民
参
加
の
全

体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
明
快
に
す
る
こ
と
は
、
議
論
の

幅
と
絞
り
込
み
の
過
程
を
透
明
に
す
る
。

　
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
市
民
も
行
政

も
双
方
と
も
縛
る
こ
と
に
な
る
。
市
民
は
行
政
側
の

手
続
き
が
担
保
さ
れ
安
心
し
て
参
加
で
き
る
が
、
他

方
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
参
加
が
義
務
化
す
る
。

ま
た
行
政
側
も
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
質
的
に
担
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厳
し
い
課
題
だ
。

　
こ
の
結
果
、
こ
の
住
民
参
加
の
取
り
組
み
が
引
き

締
ま
っ
た
。

⑤
―
住
民
参
加
の
五
つ
の
シ
ン
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
の
試

　
　
み

　
図
２
を
見
て
ほ
し
い
。
第
一
ボ
ッ
ク
ス
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
態
。
第
二
ボ

ッ
ク
ス
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
ノ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
比
較
検
討
表
。
第
三
ボ
ッ
ク
ス
は
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
複
数
案
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
比
較
表
。
第
四
ボ
ッ
ク
ス
は
、
す
べ
て
の
案

（
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
含
む
）
の
総
合
評
価

表
。
　
第
一
工
程
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
参
加
の
場
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
情
報
や
住
民
意
見
（
情
報
）
が
混

在
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
第
二
工
程
で
は
、
こ
れ

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
約
・
整
理
・
分
類
・
分

析
し
て
、
比
較
す
る
作
業
で
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
と
ノ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
も
議

論
が
弾
む
。

　
第
三
工
程
で
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
複
数

案
や
代
替
案
の
作
成
と
比
較
検
討
で
あ
る
。
複
数
案

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
る
。
複

数
案
の
論
点
が
透
明
に
な
り
、
一
層
客
観
的
な
議
論

が
可
能
に
な
る
。

　
第
四
工
程
に
な
り
、
す
べ
て
の
プ
ラ
ン
を
、
機
能

的
価
値
、
社
会
経
済
的
利
益
、
環
境
負
荷
、
生
活
の

負
荷
・
利
益
な
ど
の
客
観
的
な
項
目
で
比
較
評
価
す

る
作
業
工
程
で
あ
る
。
総
合
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

第
三
、
第
四
の
工
程
は
、
議
論
の
幅
で
あ
り
、
枠
で

あ
り
、
計
画
の
選
択
の
幅
で
あ
る
。

　
最
後
が
、
案
の
絞
り
込
み
の
工
程
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
絞
り
込
み
の
方
法
が
あ
り
得
る
。

行
政
の
意
思
決
定
と
重
大
な
関
係
が
あ
る
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
市
長
、
議
会
と
の
関
係
を
十
分
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

４
一
市
民
と
自
治
体
職
員
の
自
律

　
あ
る
全
国
紙
の
新
聞
記
者
と
雑
談
し
た
と
き
、
「
横

浜
市
は
、
ど
う
し
て
『
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り
』

の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
取
り
組
み
が
可
能
な

の
か
」
と
聞
か
れ
た
。
質
問
の
背
景
は
、
他
の
政
令

指
定
都
市
を
取
材
し
た
時
の
体
験
と
比
較
し
て
、
横

浜
市
の
自
治
体
職
員
が
も
つ
雰
囲
気
が
お
お
ら
か
だ

と
言
い
た
い
ら
し
い
。

　
市
民
と
行
政
が
対
峙
し
た
時
、
市
民
が
自
治
体
職

員
に
使
う
言
葉
は
た
と
え
辛
辣
で
も
、
客
観
的
な
情

報
を
透
明
に
し
な
が
ら
、
普
段
着
で
、
フ
ラ
ン
ク
に
、

市
民
と
行
政
と
が
真
剣
に
議
論
し
て
い
く
こ
と
は
、

楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
市
民
と
行
政
と
の
間
に
求
め
ら
れ
る
関
係
と
は
、

市
民
が
自
分
た
ち
の
街
を
愛
し
、
暮
ら
し
を
守
り
、

街
を
つ
く
る
喜
び
を
自
治
体
職
員
と
と
も
に
享
受
し

合
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
冷
え
き
っ
た
地
域
の
人
間
関

係
で
は
な
く
、
温
か
い
距
離
感
、
適
正
な
距
離
感
、

自
律
的
な
関
係
で
あ
っ
て
、
異
文
化
を
理
解
し
合
う
、

住
民
参
加
を
許
容
す
る
地
域
風
土
、
政
治
風
土
、
市

民
の
余
裕
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
住
民
参
加
を
許
容
す

る
横
浜
市
役
所
の
企
業
風
土
や
経
営
理
念
、
経
営
文

化
で
あ
り
、
自
治
体
職
員
の
自
律
性
で
は
な
か
ろ
う

か
。
　
　
〈
市
立
大
学
看
護
短
期
大
学
部
事
務
室
事
務
長
〉

アクション・プラン（複数案）の
メリット・デメリット比較検討表

第3工程第4工程　全てのプランの総合評価表第5工程

プランの選択

調査季報141号・2000.3●18

(ワーキング：案の絞り込み) (ワーキング：複数案の評価)
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